
左から　認定証を受け取った上山湯浅町長、
　　　　津島国土交通大臣政務官、高橋桑

こ

折
おり

町長 認定証

湯浅町歴史的風致維持向上計画が
国の認定を受けました

平
成
28
年
３
月
28
日
、
歴
史
的

風
致
の
魅
力
を
高
め
、
歴
史
と
文

化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
策
定
し
た
「
湯
浅
町

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
が

国
（
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産

省
、
国
土
交
通
省
）
の
認
定
を
受

け
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
で
行
わ
れ
た
認
定

式
で
は
、
津
島
国
土
交
通
大
臣
政

務
官
か
ら
上
山
町
長
に
認
定
証
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
本

町
の
ほ
か
に
、
福
島
県
桑こ

折お
り

町
が

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
な
お
、
和

歌
山
県
で
は
、
初
の
認
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

本
町
は
、
古
く
は
熊
野
参
詣
道

の
宿
所
と
し
て
、
近
代
に
入
っ
て

か
ら
は
有
田
郡
の
中
心
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ

り
、
町
内
に
は
空
き
家
が
目
立
つ

よ
う
に
な
り
、
農
業
や
漁
業
と

い
っ
た
一
次
産
業
を
は
じ
め
、
古

く
か
ら
続
け
ら
れ
て
き
た
祭
礼
も

慢
性
的
な
後
継
者
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※歴史的風致とは

地域における固有の歴
史及び伝統を反映した
人々の活動と、その活
動が行われる歴史上価
値の高い建造物及びそ
の周辺の市街地とが一
体となって形成してき
たいわゆる風情、情緒、
佇まいといった良好な
環境を指します。
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認定証交付後の歓談

本
町
で
は
、
こ
の
計
画
策
定
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
湯
浅
固
有
の

歴
史
的
風
致
の
魅
力
を
高
め
、
将

来
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
、

地
域
活
性
化
の
一
翼
を
担
え
る
よ

う
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
交
付
後
の
歓
談
に
お
い

て
、
津
島
政
務
官
か
ら
、
「
桑こ

折お
り

町ま
ち

と
湯
浅
町
は
歴
史
的
建
造
物
の

保
存
な
ど
共
通
の
課
題
を
有
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
契
機
と

し
て
両
町
や
認
定
都
市
と
の
交
流

を
深
め
な
が
ら
歴
史
・
文
化
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
」
と
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
町
と
桑こ

折お
り

町ま
ち

は
、
人
口
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、

か
つ
て
郡
役
所
が
置
か
れ
、
郡
の

中
心
と
し
て
栄
え
て
き
た
こ
と
な

ど
よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

回
の
認
定
を
機
に
、
お
互
い
の
都

市
間
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●湯浅町歴史的風致維持向上計画が国の認定を受けました

⑦みかん・三宝柑・びわ栽培に
見る歴史的風致

⑥海辺の営みに見る歴史的風致

⑤國津神社・幸神社の祭礼に見る歴史的風致④顯國神社の祭礼に見る歴史的風致③明恵の足跡に見る歴史的風致

①醤油・金山寺味噌醸造に薫る
歴史的風致

②熊野古道に見る歴史的風致
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湯浅町歴史的風致維持向上計画が国の認定を受けました●

本
計
画
で
は
、
醤
油
・
金
山
寺

味
噌
醸
造
や
熊
野
古
道
、
明
恵
上

人
、
顯
國
神
社
・
國
津
神
社
・
幸

神
社
の
祭
礼
、
古
く
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
漁
業
、
み
か
ん
・
三
宝

柑
・
び
わ
と
い
っ
た
７
つ
の
歴
史

的
風
致
を
取
り
上
げ
、
各
風
致
の

課
題
・
方
針
か
ら
14
の
事
業
を
今

後
10
年
間
で
実
施
す
る
こ
と
を
定

め
ま
し
た
。

様
々
な
課
題
に
対
処
し
つ
つ
、

将
来
に
希
望
が
持
て
る
安
心
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
本
町
に

と
っ
て
、
本
計
画
は
、
町
の
賑
わ

い
創
出
に
向
け
た
軸
と
な
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
長
ら
く
培
わ

れ
て
き
た
知
恵
・
文
化
・
歴
史
を

受
け
継
ぎ
、
未
来
へ
伝
え
る
た

め
、
本
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

・重要伝統的建造物群保存地区
保存修理事業
・重要伝統的建造物群保存地区
拠点施設整備活用事業
・歴史的風致形成建造物
修理活用事業

・熊野古道及び重要伝統的
建造物群保存地区周辺道路
美装化事業
・案内板等整備事業
・防災施設整備事業
・街路灯整備事業

・文化財公開等普及啓発事業
・空き家利活用事業
・伝統行事等継承支援事業

・特産物等ＰＲ総合支援事業 ・文化財等調査事業

甚風呂

・大仙堀環境整備事業

大仙堀

熊野古道

・湯浅駅周辺整備事業

湯浅駅

みかん栽培 湯浅城跡
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